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０
１
４
年
み
ん
な
ね
っ
と 

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
in
神
奈
川 

都
連
副
会
長 

本
田 

道
子 

深
ま
り
行
く
秋
の
気
配
を
身
体
中
で
感

じ
な
が
ら
横
浜
「
み
な
と
み
ら
い
」
駅
で

下
車
し
一
歩
を
踏
み
出
し
た
私
達
は
本
日

の
会
場
「
は
ま
ぎ
ん
ホ
ー
ル
」
を
め
ざ
し

歩
き
始
め
ま
す
。
枯
葉
の
舞
う
横
浜
美
術

館
が
す
て
き
と
思
い
な
が
ら
ほ
ど
な
く
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
が
見
え
、
と
そ
の
す

ぐ
前
に
「
じ
ん
か
れ
ん
」
の
ス
タ
ッ
フ
が

待
っ
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。
来
年
は
東
京

が
担
当
で
す
。
１０
月
１６
日
（
金
）
有
楽

町
「
朝
日
ホ
ー
ル
」
で
す
。 

「
は
ま
ぎ
ん
ホ
ー
ル
」
は
１
階
に
あ
り
ロ

ビ
ー
で
は
受
付
と
作
業
所
作
品
の
バ
ザ
ー

も
用
意
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
本
日

は
「
第
４１
回
精
神
保
健
福
祉
神
奈
川
県
民

の
集
い
」
と
合
同
開
催
で
も
あ
り
ま
す
。 

１０
時
か
ら
の
開
会
式
で
は
「
じ
ん
か
れ

ん
」
の
理
事
長
堤
年
春
氏
の
ご
挨
拶
の
後
、

神
奈
川
県
知
事
黒
岩
祐
治
氏
、
み
ん
な
ね

っ
と
理
事
長
本
篠
義
和
氏
の
ご
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。
本
日
の
テ
ー
マ
は
「
地
域
で

暮
ら
す
た
め
に
今
必
要
な
こ
と
」
で
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
４
部
仕
立
て
で
す
。 

第
１
部 

講
演 

 

＊
「
地
域
精
神
医
療
の
あ
り
方
」 

講
師 

伊
藤
順
一
郎
氏
（
国
立
精
神
神

経
医
療
セ
ン
タ
ー
精
神
保
健
所
社
会
復
帰

研
究
部
部
長
） 

＊
「
一
人
暮
ら
し
を
踏
み
出
す
た
め
に
」 

 

講
師 

池
淵
恵
美
氏
（
帝
京
大
学
医
学

部
精
神
神
経
科
学
講
座
主
任
教
授
） 

 

第
２
部 

対
話 

伊
藤
、
池
淵
両
氏
に
よ
る
ト
ー
ク
で
会

場
か
ら
の
質
問
用
紙
に
回
答
と
い
う
形
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

第
３
部 

紹
介 

本
篠
義
和
氏
が
「
英
国
版
メ
リ
デ
ン
訪

問
家
援
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。 

 

ロ
ビ
ー
で
は
、
社
会
保
険
労
務
士
に
よ

る
相
談
も
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

私
は
伊
藤
・
池
淵
両
氏
の
講
演
は
初
め

て
で
し
た
の
で
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。

今
回
強
く
印
象
に
残
っ
た
の
は
「
一
市
民

と
し
て
」
と
い
う
こ
と
ば
で
す
。
医
師
、

本
人
、
家
族
、
支
援
者
、
と
い
う
く
く
り

で
は
な
く
同
じ
地
域
に
生
き
て
ゆ
く
「
一

市
民
」
と
し
て
精
神
保
健
と
向
か
い
合
っ

て
ゆ
く
、
と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
に
つ

い
て
で
す
。
医
師
も
と
も
す
れ
ば
目
の
前

の
患
者
本
人
し
か
診
な
い
で
治
療
し
よ
う

と
す
る
。
で
も
同
じ
地
域
に
い
る
一
市
民

と
い
う
視
点
で
そ
の
本
人
を
み
る
と
き
、

家
族
の
こ
と
、
学
校
や
仕
事
の
こ
と
、
住

ま
い
の
こ
と
、
な
ど
な
ど
そ
の
人
の
後
に

あ
る
も
の
が
み
え
て
く
る
。
家
族
も
力
を

つ
け
て
医
療
者
と
協
力
し
て
治
療
に
一
緒

に
あ
た
っ
て
ゆ
く
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
た
り
、

家
族
も
一
市
民
と
し
て
の
対
人
ス
キ
ル
を

使
っ
て
地
域
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
活
動
を

し
た
り
、
一
市
民
と
し
て
の
家
族
の
力
に

期
待
し
て
い
る
、
と
い
う
お
二
人
の
こ
と 

ば
で
し
た
。
我
々
家
族
の
一
市
民
と
し
て
の

成
熟
も
思
い
な
が
ら
「
白
衣
を
捨
て
よ
町
に

出
よ
う
」
と
書
か
れ
た
医
療
者
で
あ
る
お
二

人
の
思
い
も
戴
き
ま
し
た
。 

閉
会
式
で
は
来
年
の
開
催
と
な
る
都
連
が

紹
介
さ
れ
、
ピ
ン
ク
の
キ
ャ
ッ
プ
を
か
ぶ
っ

た
都
連
役
員
が
横
断
幕
を
も
つ
デ
モ
ン
ス
ト 

 

レ
ー
シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ
、
眞
壁
会
長
が
「
有

楽
町
で
会
い
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
、
来

年
へ
の
期
待
を
募
ら
せ
ま
し
た
。 
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北
区
飛
鳥
会
の
紹
介 

事
務
局
長 

吉
田 

耕
一 

 

飛
鳥
会
は
北
区
の
西
ヶ
原
に
あ
る
西
ヶ
原
病
院

（
精
神
科
の
単
科
病
院
）
の
患
者
家
族
を
中
心
に
精

神
科
医
、
ワ
ー
カ
ー
、
保
健
師
な
ど
の
支
援
を
受
け

て
昭
和
四
十
九
年
に
家
族
会
活
動
を
始
め
ま
し
た
。 

今
年
で
活
動
を
開
始
し
て
四
十
年
が
過
ぎ
、
先
日
、

記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
行
い
ま
し
た
。
（
つ
く
し
会

の
眞
壁
会
長
に
も
、
お
忙
し
い
中
ご
出
席
頂
き
ま
し

た
。
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
） 

飛
鳥
会
の
活
動

初
期
の
十
年
く
ら

い
は
井
戸
端
会
議

の
よ
う
に
家
族
同

士
が
話
し
あ
い
を

す
る
と
言
う
家
族

会
の
原
点
と
言
え

る
活
動
を
中
心
に
、

在
宅
の
当
事
者
が

病
院
と
自
宅
の
往

復
を
す
る
時
く
ら
い
し
か
外
に
出
る
機
会
が
な
い

事
か
ら
、
少
し
で
も
生
活
の
中
に
楽
し
み
を
と
映
画

上
映
会
な
ど
を
企
画
し
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
よ
う
な
中
で
日
本
全
体
に
作
業
所
が
少
し

ず
つ
出
来
始
め
た
事
か
ら
、
「
北
区
に
も
精
神
障
害

者
の
作
業
所
を
作
ろ
う
」
と
言
う
機
運
が
高
ま
り
、

医
師
、
病
院
ワ
ー
カ
ー
、
保
健
師
、
家
族
、
地
域
関

係
者
な
ど
様
々
な
立
場
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、
「
ワ

ー
ク
イ
ン
あ
す
か
」
（
昭
和
六
十
二
年
設
立
）
を
立

ち
上
げ
る
事
と
な
り
ま
す
。 

 

「
ワ
ー
ク
イ
ン
あ
す
か
」
を
作
る
時
は
、
な
か
な

か
場
所
が
決
ま
ら
ず
に
、
ご
家
族
の
方
は
大
変
な
苦

労
を
さ
れ
た
の
で
す
が
、
西
ヶ
原
地
域
で
皮
膚
科
・

精
神
科
を
開
業
さ
れ
て
い
た
吉
住
五
郎
医
師
が
所

有
し
て
い
た
建
物
を
破
格
の
家
賃
で
提
供
し
て
く

れ
た
事
で
、
開
設
に
漕
ぎ
つ
け
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

「
ワ
ー
ク
イ
ン
あ
す
か
」
は
自
宅
で
も
無
く
、
病
院

で
も
無
い
地
域
の
中
の
居
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ

始
め
ま
す
。
平
成
二
年
に
は
今
度
は
「
障
害
当
事
者

が
働
け
る
場
を
作
ろ
う
！
」
と
い
う
事
か
ら
、
飛
鳥

会
を
中
心
に
「
第
二
ワ
ー
ク
・
イ
ン
・
あ
す
か
」
を

設
立
し
ま
す
。
こ
の
時
も
吉
住
先
生
に
は
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
同
じ
時
期
に
歩
い
て
数
分
の
場
所
に

「
つ
ば
さ
工
房
」
と
言
う
作
業
所
も
設
立
さ
れ
、
現

在
は
飛
鳥
会
の
事
業
所
と
し
て
一
緒
に
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
後
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
開
設
し
、
区
か
ら

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
事
業
委
託
。
そ
し
て
今

年
、
指
定
特
定
相
談
支
援
事
業
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。 

 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
開
設
時
は
実
績
が
無
い
事
か

ら
１
年
目
は
補
助
金
が
出
ず
に
家
族
の
方
た
ち
が

手
弁
当
で
ホ
ー
ム
職
員
と
な
り
実
績
を
重
ね
な
が

ら
、
駅
前
等
で
署
名
を
集
め
、
専
門
職
は
エ
ビ
デ
ン

ス
に
基
づ
い
た
資
料
を
作
成
し
、
超
党
派
の
議
員
に

働
き
か
け
た
こ
と
で
翌
年
度
に
は
全
会
一
致
で
補

助
金
が
出
る
事
に
な
り
ま
し
た
。 

 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
当
時
は
精
神
障
害
者

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
）
に
つ
い
て
も
医
師
、
保

健
師
、
家
族
、
病
院
ワ
ー
カ
ー
等
々
、
様
々
な
立
場

に
あ
る
人
達
で
構
成
さ
れ
た
準
備
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
開
設
に
む
け
て
動
き
ま
し
た
。 

  

現
在
の
飛
鳥
会
は
家
族
会
活
動
、
B
型
事
業
所
３

ヶ
所
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
１１
部
屋
、
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
、
指
定
特
定
相
談
支
援
事
業
所
と
活
動
が

広
が
っ
て
き
ま
し
た
。
飛
鳥
会
の
歴
史
は
ま
さ
に
日

本
の
精
神
保
健
福
祉
の
変
遷
と
連
動
し
な
が
ら
だ

っ
た
な
と
改
め
て
思
い
ま
す
。
そ
し
て
同
時
に
、
ど

の
時
代
に
も
家
族
だ
け
で
は
無
く
、
様
々
な
立
場
の

人
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
活
動
を
し
て
き
た
こ
と

で
、
飛
鳥
会
は
家
族
の
為
だ
け
の
会
で
は
無
く
、
地

域
に
と
っ
て
大
切
で
必
要
な
社
会
資
源
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。 

 

今
後
は
五
十
周
年
を
目
指
し
、
様
々
な
経
験
を
積

ん
で
き
て
い
る
家
族
の
方
た
ち
、
障
害
当
事
者
、
職

員
と
協
力
し
な
が
ら
、
北
区
に
と
っ
て
必
要
な
社
会

資
源
で
有
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

２ 



稲
城
市
・
稲
穂
会
の
紹
介 

会
長 

井
上 

惟 

稲
穂
会
は
、
今
年
11
月
に
会
員
が
30
名
に
な
っ

た
小
さ
な
家
族
会
で
す
。
毎
月
、
役
員
会
（
第

３
木
曜
日
）
、
定
例
会
（
第
４
月
曜
日
）
、
家
族

相
談
会
（
第
３
土
曜
日
）
の
３
点
セ
ッ
ト
を
活

動
の
基
本
に
し
て
い
ま
す
。 

・
役
員
会
は
、
毎
月
、
定
例
会
に
か
け
る
議
案

検
討
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
抱
え
て
い
る
問
題

整
理
の
他
、
大
き
な
行
事
に
つ
い
て
、
会
場

の
予
約
、
交
通
手
段
、
市
の
広
報
等
へ
の
掲

載
依
頼
、
チ
ラ
シ
の
作
成
・
配
布
等
に
つ
い

て
企
画
し
て
、
役
割
分
担
の
原
案
を
考
え
ま

す
。 

・
家
族
相
談
会
は
、
市
内
外
の
ご
家
族
か
ら
の

申
込
み
に
対
し
て
、
役
員
が
面
接
し
て
ご
相

談
に
の
っ
て
い
ま
す
。 

・
定
例
会
の
参
加
者
数
は
、
通
常
10
～
13
名
で

す
。「
語
ら
い
の
会
」
と
「
学
習
会
」
を
２
本

柱
に
し
て
、
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。「
語
ら

い
の
会
」
で
は
、
ご
家
族
と
当
事
者
の
現
状

に
つ
い
て
、
お
一
人
ず
つ
話
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ご
家
族
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
状
況

が
違
い
ま
す
が
、
話
し
合
い
の
中
で
、
励
ま

し
合
い
、
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
ま
す
。 

「
学
習
会
」
は
、
今
年
は
８
月
に
、
市
の
高

齢
福
祉
課
地
域
支
援
係
の
職
員
さ
ん
を
招
い

て
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
活
動
に

つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

障
害
者
用
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
活
用
や
、
災
害

時
要
援
護
者
登
録
制
度
の
利
用
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。 

年
間
の
主
な
行
事
は
、
４
月
の
総
会
、
６
月
の

見
学
会
、
７
月
と
１１
月
の
稲
穂
会
主
催
の
公
開

講
演
会
、
10
月
～
12
月
の
コ
ン
ボ
と
共
催
の

「
家
族
に
よ
る
家
族
学
習
会
」（
全
５
回
）
を
実

施
し
て
い
ま
す
。 

・
６
月
の
見
学
会
：
今
年
は
千
葉
県
流
山
市
に

あ
る
「
ひ
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
に
、
市
庁
バ
ス

を
使
っ
て
見
学
し
て
き
ま
し
た
。
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
核
に
、
当
事
者
の
自
主
性
を
生
か
し
た

様
々
な
日
中
活
動
（
デ
イ
ケ
ア
、
ナ
イ
ト
ケ

ア
）
、
多
様
な
就
労
支
援
事
業
等
々
、
当
事
者

の
方
々
の
イ
キ
イ
キ
し
た
姿
が
印
象
に
残
り

ま
し
た
。 

・
公
開
講
演
会
：
年
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
７
月
は
、
多
摩
市
の
病
院
の
医
師
を

お
招
き
し
て
、「
統
合
失
調
症
の
特
質
と
対
応

の
仕
方
」
に
つ
い
て
、
新
し
い
知
見
を
学
び

ま
し
た
。
１１
月
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
著
名
な
高
森
信
子
先
生
を
お
招
き
し
て

（
今
回
で
３
回
目
）
当
事
者
に
対
す
る
家
族 

の
対
応
の
仕
方
を
、
参
加
者 

の
中
か
ら
出
さ
れ
た
具
体
例 

を
も
と
に
、
全
員
で
ロ
ー
ル 

プ
レ
イ
す
る
な
ど
し
て
、
貴
重
な
勉
強
を
し

ま
し
た
。 

・
家
族
に
よ
る
家
族
学
習
会
：
今
年
で
５
度
目

で
す
。
テ
キ
ス
ト
の
読
み
合
わ
せ
と
ご
家
族

の
体
験
を
も
と
に
し
た
話
し
合
い
を
重
ね
て

第
３
回
を
終
了
、
続
行
中
で
す
。 

・
そ
の
他
、
社
協
・
地
活
主
催
の
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
大
会
へ
の
参
加
：
１０
月
に
多
摩
川
の
川
原

で
行
い
ま
し
た
。
忘
年
会
：
12
月
に
カ
ラ
オ

ケ
店
で
大
い
に
盛
り
上
が
る
予
定
で
す
。 

今
年
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
６
月
実
施
の
会
員

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
、
市
へ
の
要
望
内

容
を
ま
と
め
、
市
長
宛
に
要
望
書
を
提
出
で
き

た
こ
と
で
す
。
東
京
つ
く
し
会
の
呼
び
か
け
に

も
対
応
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
市
内
の
障
害
・

福
祉
関
係
諸
団
体
と
も
交
流
し
て
、
活
動
の
輪

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

の
活
動
と
し
て
、
低
年
齢
の
精
神
障
害
者
を
抱

え
る
若
い
ご
家
族
へ
の
呼
び
か
け
を
ど
う
行
う

か
と
い
う
、
大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。 

家 族 会 紹 介 

３ 



西
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
報
告 

 
 
 

 
 

都
連
理
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鈴
木 

孝
男 

平
成
26
年
11
月
22
日
（
土
）
東
京
都
障
害
者
福

祉
会
館
に
て
、
あ
か
ね
会
、
藍
工
房
家
族
会
、
豊
島

家
族
会
が
当
番
家
族
会
で
22
名
の
参
加
者
で
眞
壁

新
理
事
長
挨
拶
で
開
催
さ
れ
た
。 

議
題
は
①
み
ん
な
ね
っ
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

②
都
連
活
動
の
経
過
報
告
③
東
京
都
精
神
障
害
者

家
族
会
連
合
会
の
名
称
変
更
④
西
地
域
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
進
捗
状
況
と
修
正
⑤
東
京

都
及
び
都
議
会
政
党
へ
の
要
請
行
動
の
報
告
で
す
。 

単
会
報
告
で
は
、
つ
ば
さ
会
：
新
設
障
害
者
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
家
族
相
談
の
設
置
が
検
討
中
。
か

も
め
会
：
相
談
で
退
院
後
家
族
と
別
居
し
た
生
活
の

方
法
は
な
い
か
と
の
相
談
が
多
い
。
藍
工
房
家
族

会
：
世
田
谷
区
の
３
家
族
会
で
初
め
て
対
区
交
渉
を

行
っ
た
。
豊
島
区
家
族
会
：
当
事
者
が
在
宅
の
家
族

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
懇
親
を
主
に
活
動
。
あ
か
ね

会
：
家
族
会
で
バ
ザ
ー
が
あ
り
地
域
と
の
交
流
を
兼

ね
た
活
動
を
し
た
。
太
陽
の
会
：
福
祉
手
当
問
題
が

区
議
会
で
初
め
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
区
の
障
害
者

連
合
会
運
動
会
に
参
加
。
世
田
谷
さ
く
ら
会
：
夏
苅

先
生
の
講
演
会
が
盛
大
で
あ
っ
た
。
ゆ
る
親
の
会

（
新
宿
区
の
発
達
障
害
者
の
親
の
会
）
：
発
達
障
害

の
子
供
の
親
だ
け
で
な
い
親
の
参
加
も
あ
る
。
新
宿

フ
レ
ン
ズ
：
ネ
ッ
ト
を
媒
体
と
し
た
家
族
会
で
新
宿 

区
民
の
み
な
ら
ず
、
ネ
ッ
ト
上
で
全
国
的
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  

                          

   
 

   

以
上
、
精
神
障
害
者
が
特
別
視
さ
れ
て
い
る
実
情

が
訴
え
ら
れ
、
今
後
の
活
動
展
開
の
課
題
が
述
べ
ら

れ
た
。 

☆
賛
助
会
費
☆
（
敬
称
略
） 

ち
ひ
ろ
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 

５
０
０
０
円 

前
田
克
実 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

２
０
０
０
円 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

☆
講
演
会
の
お
知
ら
せ
☆ 

☆
１
／
１０(

土)
 

「
イ
ギ
リ
ス
の
家
族
会
か
ら
学
ぶ 

メ
リ
デ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」 

講
師
：
都
連
副
会
長
、
み
ん
な
ね
っ
と
副
理
事
長 

松
沢 

勝
氏
、
家
族(

Ｐ
Ｓ
Ｗ)

市
川 

俊
朗
氏 

主
催
：
新
宿
フ
レ
ン
ズ 

℡:

０
３-

３
９
８
７-

９
７
８
８ 

※
参
加
申
込
み･

お
問
合
せ
は
、 

主
催
者
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

 

４ 

 

つくしだよりは赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。 

み
な
さ
ん
は
９７
対
３
と
言
う
数
字
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
私
は
全
国
精
神
障
害
者
地

域
生
活
支
援
協
議
会
「
あ
み
」
の
代
表
理
事
伊
澤

雄
一
氏
の
講
演
を
お
聞
き
し
て
、
大
き
な
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
ま
し
た
。
平
成
十
七
年
度
の
デ
ー
タ
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
日
本
の
精
神
医
療
福
祉
の
費

用
配
分
の
こ
と
で
す
。
医
療
費
と
保
健
福
祉
費
の

割
合
が
９７
対
３
に
な
る
と
い
う
の
で
す
。
い
か

に
医
療
に
多
く
の
お
金
が
使
わ
れ
て
い
る
か
が 

分
か
り
ま
す
。
ち
な
み
に
先
進
諸
国
で
は
医
療
費
と

保
健
福
祉
費
の
割
合
は
、
１５
～
４０
％
対
８５
～
６０
％

と
大
き
く
逆
転
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
し
か
も
日
本

で
は
、
こ
の
医
療
費
の
う
ち
７４
％
が
入
院
費
に
使

わ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。 

厚
労
省
は
平
成
十
四
年
、
３５
万
人
の
入
院
患
者

の
う
ち
の
社
会
的
入
院
患
者
７
万
２
千
人
を
退
院

さ
せ
る
と
発
表
し
ま
し
た
。
し
か
し
平
成
二
十
六
年

現
在
で
も
、
発
表
前
と
ほ
ぼ
同
じ
３０
万
人
を
超
え

る
人
が
入
院
し
て
い
ま
す
。 

 

私
の
息
子
も
長
期
入
院
患
者
の
一
人
で
す
。
病
状

も
よ
い
と
き
と
悪
い
時
が
あ
り
落
ち
着
か
な
い
の

で
す
が
、
地
域
の
受
け
皿
が
充
実
し
て
い
れ
ば
、
地

域
で
暮
ら
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
痛
切
な
思
い
を

抱
い
て
い
ま
す
。 

都
連
理
事 

 
 
 
 

松
原
の
り
子 

 

東京つくし会電話相談室 

東京つくし会の 

理事が交代でさ 

まざまな相談に応 

じています。 

電話 ０３－３３０４－ 

１３３４  

毎週水曜日（祝日は休み） 

１ １ ： ０ ０ ～ １ ６ ： ０ ０  

※当相談室は、面談による相談

はお受けしておりません。 

また、相談の内容によって、別

途お時間をいただくこともあり

ます。 
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